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平成 30年度

国庫補助金重要文化財美術工芸品江川家関係資料保存修理事業概要

●【事業の目的】

公益財団法人江川文庫が所蔵する重要文化財韮山代官江川家関係資料のうち、特に保存修理の必

要性がある書画・古文書等について、平成３０年度の事業として保存修理を実施した。

●【全体の事業期間】 平成30年４月２日～平成31年３月31日

●【事業体制】

文化庁の調査官による現地指導の下、修理専門業者である株式会社墨仁堂に業務委託して実施

●【本年度の総事業費および補助金額、収入先明細】

総事業費 10,584,940円、文化庁補助金 7,408千円、静岡県 1,058千円、伊豆の国市 1,058千円
公益財団法人住友財団 1,050千円、所有者負担 10,940円

●【本年度修理内容の概要】

１豆州田方郡大平村絵図 重文指定番号[文・記 31742] 江戸時代 122.0×85.0cm絵図１葉

解体、剥落止め、欠損箇所補修後糊継ぎにより元の形状に戻す

折り目による破損を防ぐためA0保存箱収納

２伊豆国賀茂郡村々古絵図 指定番号[文・記 31745] 七ノ内(明治14年8月輯)表紙76.4×59.5cm、

冊子装丁絵図、 絵図26点

解体、剥落止め、欠損箇所補修後糊継ぎにより元の形状に戻す

元のように小さく折りたたみ表紙を戻すと、折った部分が再度損傷するた

め、伸展した形で表紙を戻し、A0最大長で保存箱へ収納

３伊豆海岸図 指定番号[文・記 32083] 江戸時代 113.5×138.0cm 絵図１葉

解体、剥落止め、欠損箇所補修後糊継ぎにより元の形状に戻す

２つ折保存箱収納

４車輪分解図 指定番号[文・記 32833] 江戸時代 32.6×45.3cm 絵図１葉

５ホウヰツスル台左側正寸図 指定番号[文・記 32770] 江戸時代 55.7×262.1cm 絵図１葉

解体、剥落止め、欠損箇所補修後糊継ぎにより元の形状に戻す

３つ折保存箱収納

６東海道宿場助成金貸附金外書留 指定番号[文・記 29542] 江戸時代 28.1×19.0cm、竪冊365丁

解体、１紙ずつ漉き嵌めによる修理、綴じ直して保存箱収納

７貸附金請払仕上突合書類 指定番号[文・記 29468] 江戸時代
うけばらい し あげとつごう

30.0×11.5cm包紙入れ状物、横帳混在

解体、１紙ずつ漉き嵌めによる修理、綴じ直して保存箱収納
す ば

８乍 恐以 書 付奉 申 上候(当村浜場進退をめぐる争論の御裁許にもかかわらず、論外の網まで稼
それながらかきつけをもつてもうしあげたてまつり

方差留られ難渋に付) 指定番号[文・記 14515] 明治元年33.2×171.6cm状物
さしとめ なんじゆう

継ぎ手を外し解体、１紙ずつ漉き嵌めによる修理後再度継ぎ直しをして厚紙で保護、

元の整理封筒に収納

９乍恐以書付奉願上候（農間稼ぎにて御用炭の内下炭 町方へ売却等に付) 指定番号[文・記 9970]
天保12年 32.8×135.2cm状物

継ぎ手を外し解体、１紙ずつ漉き嵌めによる修理後再度継ぎ直しをして厚紙で保護、

元の整理封筒に収納
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●【修理イメージ】

１豆州田方郡大平村絵図 修理前損傷状況 修理後の状況

９乍恐以書付奉願上候 修理前 修理後

９史料拡大 修理前 修理後

制作：平成31年３月31日

●【活用】江川文庫内において展示、公開を行う。

重要文化財美術工芸品江川家関係資料保存修理事業

●本事業は、文化庁美術工芸品重要文化財修理事業国庫補助金の交付を受けて実施されています。

Supported by the Agency for Cultural Affairs. Government of Japan in the fiscal 2018


